
第第１１章章  研研究究のの現現状状とと課課題題  

  

１１．．本本研研究究のの目目的的  

11--11．．「「同同笵笵」」研研究究のの課課題題とと SSffMM－－MMVVSS のの導導入入ににつついいてて  

「同笵」研究の課題 奈良文化財研究所（以下、「奈文研」と略称する）では、平城京及び藤原京におい

て継続的に発掘調査をおこなってきた。その過程で大量に出土する軒瓦は、これら都城遺跡の造営

過程や構造の変遷を明らかにする上で欠くことのできない重要な資料である。また、同じ文様構成

の瓦や、同じ型（あるいは「笵」）で製作した瓦（以下、これらを「同笵瓦」と称する）が日本各地の遺跡で

も出土しているため、日本における古代瓦研究の基準資料として、集成・分類の成果である型式一

覧を作成・更新してきた。最新の型式一覧には、軒丸瓦が 100 型式 312 種、軒平瓦が 84 型式 288

種、計 184 型式 600 種が所収されている（奈文研 1996）。 

 現在、日本の考古学における瓦の記録方法は、拓本と断面の実測図、写真が主な方法であるが、

これら従来の手法では色調や質感のほか、瓦の相対年代を確定するための重要な証拠である型の傷

(あるいは「笵傷」)などの微細な凹凸を十分に表現することができず、特に「同笵瓦」を認定する際に

は、実際に実物資料を並べて比較する以外、効果的な方法がない。さらに「同笵瓦」の認定自体も、

観察者の経験値に依るところが大きく、客観的・数値的にどの程度相似するかが提示できなかった。

また、比較したい資料の所在が別の機関、特に遠方の機関の場合、実物照合の実施自体が困難であ

り、機会が限定されるという問題もある。 

このように、瓦研究においては時期・年代を決めるために重要な軒瓦の瓦当文様を、いかに客観

的・効果的に計測・提示するかが、ひとつの大きな課題となっていた。 

SfM－MVS の導入について 今世紀に入って以降、文化財の計測法としてレーザースキャナーによる

三次元計測が急速に増加してきたことから、瓦当の三次元計測を上述の課題を解決する手法として

考えたが、レーザースキャナー本体や解析ソフトが非常に高額であるとともに、計測にかかる時間・

生じるデータ量ともに限界があったため、一般的な出土遺物である瓦の計測には、より汎用性の高

い手法を模索する必要があった。 

しかし近年になって、レーザースキャナー等の高額な機材や解析ソフトを必要としない SfM-MVS

（Structure for Motion and Multi-View Stereo）の技術が普及するようになった。これは、カメラで撮

影した画像から三次元データを構築する技術であり、高額なレーザースキャナーが不要で、かつ解

析ソフトも比較的廉価とあり、汎用性が高い。しかも非接触で記録が取得可能であり、文化財の保

護という観点からも有用である。 

奈文研の埋蔵文化財センターでは、遺跡や出土遺物の調査技術の開発・応用に向けて、導入可能

な価格帯かつ効果的な遺跡・遺物の記録法について開発・検討をおこなってきたが、本研究で扱う

SfM-MVS 技術についても、早くから試行を重ねてきており、近年では、SfM-MVS に関するワークショ

ップや研修を積極的におこなってきた。瓦に関しても、センサーサイズの異なる様々なカメラで画

像を撮影し、解析にかけたところ、考古学の分野で調査・報告の際に日常的に使用する程度のデジ
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